













































州の Triple P や米国の Head Start）の実践に向
けた提言になりえるものだった（例：Fagan & 




































































































た（Cantril 1965, Diener et al. 2010, Grambs & 



































































気持ちよく家事をする 8.24  （1.57） 194
いやいや家事をする 7.33  （2.06） 60































































黙って聞く 8.34  （1.71） 68
軽く何か言う 7.81  （1.82） 134





しょっちゅう褒める 8.77  （1.18） 39
ときどき褒める 8.25  （1.56） 130
非常にまれに褒める 7.66  （1.74） 99



















































































































































ある 8.13  （1.63） 89



































父が弱い 12 （16.9） 59 （83.1） 71 （100.0）













い（参考：Fagan & Stevenson 2002, Hawkins 








































































































　学生 B と学生 E は（いずれも既出）、父親が母
親の不満に対して、黙って聞いているという習慣
の事例である。学生 B の家族評価得点は、幼少
期の 7点から大学 3年時に 10点になった。学生
65
家族習慣と家族ウェルビーイング
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